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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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1-1世界の年間導入量の推移

世界の累積導入量は750GWに到達。年間についても100GW以上の導入
が進んでいる。

中東・アフリカ 5 GW

米州 26 GW

アジア太平洋 86 GW

欧州 23 GW

全世界 139 GW
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（中国：48.2GW、ベトナム：11.1GW、

日本：8.2GW、インド：4.4GW、

オーストラリア：4.1GW、

韓国：4.1GW、台湾1.7GW）

（米国：19.2GW、

ブラジル：3.1GW）

（ドイツ：4.9GW、スペイン：3.3GW、

オランダ:2.9GW）
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2020年年間導入量

全世界 139 GW

2020年末累積導入量

全世界 756 GW

出典:株式会社資源総合システム調べ（一部推定、2021年7月速報値）

※暦年（1～12月）、直流DCベース（太陽
光パネル換算）の系統連系済み設置容量
（2020年は速報値）

＝1億3900万kW
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2-1世界の年間導入量と日本の導入量比較

年間導入量トップ10の推移。
2018年2019年2020年速報値

順位 導入量
（GW）国導入量

（GW）国導入量
（GW）国

44.2中国30.1中国48中国1

10.8インド13.27米国19米国2

10.68米国9.9インド10ベトナム3

6.66日本7.0日本8.2日本4

4.4オーストラリア4.8ベトナム6.5インド5

2.94トルコ4.76オーストラリア4.8ドイツ6

2.89ドイツ4.75スペイン4.8オーストラリア7

2.59メキシコ3.83ドイツ3.3韓国8

2.26韓国3.5ウクライナ2.8オランダ9

2.35オランダ3.13韓国2.6スペイン10

出典： （株）資源総合システム調べ
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2-2電力需要に占める太陽光発電の供給割合

 電力需要に占める太陽光発電の供給割合は、日本は世界でも高いレ
ベル。

出典: IEA PVPS Snapshot 
of Global PV Markets 2021
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2-3 日系太陽光モジュールの産業競争力について
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2004-2011年度：セル・モジュール出荷量、2012-2018年度：モジュール出荷量

国内出荷は減少。
日系メーカーの輸入含めて海外からの輸入は増加。

出典：一社）太陽光発電協会の出荷
統計 をもとにNEDO作成
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＜国土面積あたり の太陽光設備容量＞

FIT制度が開始された2012年から導入量は急増。国内累積導入量は60GW以上と
なっている。日本は既に国土面積あたりの導入量は主要国で1位であり、地域と共
生しながら、安価に事業が実施できる太陽光発電の適地が不足している。
⇒新たな用途に向けて、モジュール開発を支援する意義はある。

＜日本における太陽光発電の導入量＞

出典:令和3年4月13日経済省第40回基本政策分科会
出典:経済産業省データからNEDO作成
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2-4太陽電池の現状の課題について
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太陽光発電はＦＩＴにより急速に拡大したが、さらなる導入量の拡大により太陽光発
電の主力電源化を推進するには、発電施設の設置・運営の不備による安全面での
不安、将来予想されるの太陽電池モジュールの大量廃棄による産業廃棄物の最終
処分場の圧迫の懸念、出力不安定性などの安定供給上の問題など、現在顕在化し
つつある課題の解決が必要。

＜風水害による破損＞

＜モジュールの大量廃棄の予測＞
＜太陽光発電の需給乖離＞

2-5太陽電池の現状の課題について
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第1次オイルショ
ック

1974

1980

1997     COP3、京都議定書採択

1992   リオ サミット

2011 東日本大震災

NEDO設立

サンシャイン計画の開始

1973

第2次オイルショ
ック

1978

2014

太陽光発電ロードマップ（ＰＶ２０３０＋）

太陽光発電ロードマップ（ＰＶ２０３０）

2009

2004

太陽光発電開発戦略

2020 太陽光開発戦略改定、主力電源化
事業開始

NEDOは設立当初からシリコン系太陽電池の開発を支援、その後、時代の状況に応じて、
幅広く太陽電池・システムの開発支援を実施してきた。

3-1技術戦略上の位置付け
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 新たな価値を創造すること
 安全性の確保と循環型社会を構築すること
 新市場における発電コストを低減すること
 技術開発を推進すべき市場を確保すること

立地制約と系統制約
の顕在化

新分野展開、
系統影響の緩和

発電コストの低減

各分野のニーズに応じ
たコスト低減

安全性向上

安全ガイドライン策定

循環型社会の構築

リサイクル技術の開発

【太陽光発電の発展に必要な5つの課題】

新市場創造

太陽光発電産業の
高付加価値化

3-2「太陽光発電開発戦略（2020年）」の課題認識
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太陽光発電主力
電源化技術開発

中間評価2022年
事後評価2025年

別途、グリーンイノベーション（GI）基金事業(2021-2030)

3-3NEDOの太陽光発電開発の現状
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出典:産業技術総合研究所を
もとにNEDO編集

3-4太陽電池の分類について
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3-5各太陽電池の特徴
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3-5各太陽電池の特徴
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3-5太陽光発電の新市場への展開

高効率・
低コスト

業務部門
（建物）

• ZEB

運輸部門

• 電動化対応

業務部門
（IT）

家庭部門

• ZEH

農業部門

• 高付加価値
農業

産業部門

• 製造業

太陽光発電は需要地に設置できるという強みを活かし、現在、課題と
なっている以下のような各部門でのエネルギー供給とCO2削減に貢献で
きる可能性が大きい。
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4-1新市場創造：工場・倉庫屋根
太陽光発電の低コスト化、RE100の取組等から自社の工場・倉庫等の

屋根への太陽光発電の導入が増加。重量制約のため、既存の太陽電池
モジュールの設置が難しい場所に対しては軽量モジュールのニーズが
大きい。 【軽量、高効率モジュール候補技術】

（株）東芝：世界最大面積のフィル
ム型ペロブスカイ太陽電池モ

ジュール（24.15cm×29.10cm、面積
703cm2）

積水化学工業（株）：ロールto
ロール法による量産化技術を

検討。

ペロブスカイト太陽電池

主力電源化事業でGI基金に公募・採択されたテーマは同基金にて実施。
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4-2新市場創造：建物壁面への設置

 業務部門におけるＺＥＢ化目標を達成するには、建築物での創エネルギー
量向上が必要となるため、壁面への太陽光発電システム導入を目指す。

 壁面へ適用する際に求められる経済性・耐久性・意匠性を改善する太陽光
発電システムを開発することが必要。

スイス チューリッヒ：カラーモジュールの適用

ビル壁面に設置例

出典：NEDOおよびIEA PVPS
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このⅢⅤ化合物太陽電池等を世界的に電気自動車

の導入が加速する中、直接、航続距離の延長に貢

献できる車載太陽光発電等の可能性を検討。トヨタ

自動車、NEDO、シャープの3社は協力して太陽光発

電システム搭載自動車用モジュールを作製（2019年

7月）。

 ⅢⅤ化合物太陽電池モジュールでシャープは世界最高変換効率31.17％
を達成。軽量・フレキシブルも実現、その後低コスト化に向けた開発を実
施。

出典：NEDOウェブサイト

変換効率31.17%
セル面積27.86cm2

モジュール面積968cm2

2016年5月リリース

変換効率37.9%
セル面積1.047cm2

セル大型化
モジュール化

発表当時世界最高

4-3新市場創造：移動体（超高効率電池）
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4-4ガイドライン2021年版の公開

2021年11月、2019年公開の地上設置型太陽光発電システムの
設計ガイドラインをベースに、傾斜地、営農、水上設置等特殊
な設置環境の太陽光発電設備を対象とした設計・施工ガイドラ
イン2021年版を公開。

傾斜地設置型 営農型 水上設置型

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP2_100060.html#sp
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• 太陽電池モジュールは長期間の使用に耐えられるように封止剤で固めた非常に強固な構造。リサイクル時
は封止材の分離・除去が最も困難。

• 今後、太陽電池モジュールの大量廃棄により、産業廃棄物の最終処分場はひっ迫され、これを解消するため
には、資源の有効利用を図る必要あり。

→既に5円/Wの低コスト分離技術の開発を実施。更なる低コストかつ高資源回収率の分離技術、回収方法、

ガラスの再利用技術に取組む。

・太陽電池モジュールの構造

出典： デュポン株式会社HPより

・太陽電池モジュールの重量比（結晶シリコン）

出典： NEDO「太陽光発電システムのライフサイクル
評価に関する調査研究」（2009）

4-5リサイクル技術の開発
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 現行のFIT制度の下で導入されてきた太陽光発電であるが、系統運用における同

時同量確保の観点からは、今後は太陽光発電事業者も需給管理の責任を負う必
要が出てくる。加えて、再エネの主力電源化に伴い柔軟な調整力の重要性が高ま
る。

 更なる再エネの導入拡大に向けて、出力を柔軟かつ適切に制御することにより太
陽光発電自らが調整力を創出する技術の開発および実証等を行う。

太陽光発電自体にも
調整力を創出する機能をもたせる

売電機会損失を抑えて、太陽
光発電施設としての経済合理
性を確保できるような制御方式
の確立

Headroom制御と
電力市場モデルを
使った計画・制御方式

4-6系統影響緩和のための技術開発
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 太陽光発電の導入に向けた基盤技術として、性能評価試験を実施するプラット
ホームの整備・確立や、電力の安定供給等の観点から、発電量予測技術の高
度化が不可欠。

 太陽電池の技術開発や導入状況に応じたタンデム型等の新型太陽電池の性能
評価および標準化に取り組む。

 太陽光を含む自然変動電源の普及や需給運用の複雑化に伴い、正確な日射量
予測の重要性が高まる。効率的な調整力確保とインバランスの低減に向けて日
射量予測技術開発を実施する。

出典：産業技術総合研究所および日本気象協会

日射量予測技術の開発タンデム型太陽電池等の性能評価技術の開発

4-7先進的共通基盤技術開発
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 ２０２１年４月より、METPV/MONSOLA-20をデータベー
スとした新たな日射量データベースシステムをNEDO
ホームページにて公開（以下URL）

https://www.nedo.go.jp/library/ZZFF_100041.html

 新たな日射量データベースシステムでは、従来のデータ
ベースと比較し以下に示すような改良を行っている。

• 統計期間の更新

• 衛星データ（ひまわり8号）を利用した高密度化

• 日射量推定モデルの高精度化

太陽光発電システムの期待発電量を算出するには、正確な日射量の推定が不可欠。
NEDOでは過去より日射量データベースや日射量マップをホームページで公開してきた。

出典：NEDO

4-8日射量データベース、日射量マップ
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5-1グリーンイノベーション基金事業について
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次世代型太陽電池（ペロブスカイト太陽電池）の基盤技術の開発や、製品レベ
ルの大型化を実現するための各製造プロセス（例えば、塗布工程、電極形成、
封止工程など）の個別要素技術の確立に向けた研究開発を行うことを通して、
現時点における従来型シリコン太陽電池と同等の発電コスト14 円/kWh 以下の
達成を2030年までに目指す。

フェーズ1
○次世代型太陽電池の基盤技術開発事業

→最適な材料組成や変換効率・耐久性を両立する要素技術
等の研究開発を行う

○次世代型太陽電池の実用化事業
→基盤技術を活用しつつ、製品レベルの大型化を実現する

ための製造プロセスの要素技術等の研究開発を行う

フェーズ2
○次世代型太陽電池の実証事業

→品質を安定させつつ大量生産可能な量産技術の確立に
向け実証等を行う

https://green-innovation.nedo.go.jp/project/next-generation-solar-cells/

出典： NEDO/(株)東芝

出典：積水化学工業(株)

5-1グリーンイノベーション基金事業について
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5-1グリーンイノベーション基金事業について
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5-1グリーンイノベーション基金事業について
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コスト低減および低炭素化の流れの中で太陽光発電の大量導入社会が予想さ
れる。太陽光発電の導入領域の拡大のために、電力以外の運輸部門、建物部門
（業務部門）等への導入（貢献）が重要である。

また、既に導入している発電設備の長期安定電源化に向けた信頼性・安全性・リ
サイクル技術の確立が必要。

更に太陽光発電の更なる導入のために、系統への影響緩和技術等、需給一体
型などに対応したシステム開発も重要となる。

更に、カーボンニュートラル宣言やグリーン成長戦略等、国内外において、再生
可能エネルギーの期待は高まっており、グリーンイノベーション基金事業にてペロ
ブスカイト太陽電池について社会実装へ向けた研究開発を実施している。

NEDOは、太陽光発電技術の開発を通じて、大量導入社会の維持、拡大と新市
場開拓と国内企業の産業競争力の強化を推進していく。

6-1本日のまとめ
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ご清聴ありがとうございました。

ＮＥＤＯ 新エネルギー部 太陽光発電グループ

永田 重陽

※本資料の内容の無断転用は禁止します。


